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にて受賞された方々によ
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本号は4件受賞記事掲載．
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覧いただけます．
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学生フォーミュラの
日 々 そ し て 今

失敗も成果！ だが，繰り返すな！
楠見隆行（マツダ） 126

異材接合と適材適所によるモビリティの
マルチマテリアル化

次号特集

自動車の安全性と軽量化のキーとなるマルチマテリアル化に
ついて，最新の接合技術や複合材料を紹介します．
 乞うご期待！！

車名・型式 ベース車系「日野プロフィア」 
FR1AWHG

全長(mm) 11,990

全幅(mm) 2,490

全高(mm) 3,780

車両総重量（t） 25

FCスタック トヨタFCスタック（固体高分子形）

モーター 交流同期電動機

高圧水素タンク 大容量高圧（70MPa）水素タンク

駆動用バッテリー リチウムイオンバッテリー

日野プロフィア
トヨタ自動車と日野自動車で共同開発している燃料電池大型トラックです．
持続可能な社会の実現に貢献するため，環境性能と商用車としての実用性を高次元で両立
することを目指し，2023年5月より走行実証を開始しました．
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電動車両用モータ・インバータ・バッテリの
先進技術
EV駆動系の心臓部はモータ・インバータ・バッテリー．
これらの基礎から最新技術までを紹介．

自 動 車
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（日野）




